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呼吸器感染症におけ るsparfloxacinの 臨床 的検討
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Sparfloxacinを 呼 吸 器 感 染症22例 に投 与 し臨 床 検 討 を 行 った。 投 与 方 法 は1日200mgな い し

は300mg・ 分2で,投 与 日数 は4～15日 で あ っ た。 臨 床 効 果 は 著 効1例,有 効17例,や や有 効

2例,無 効1例,不 明1例 で 有 効 率 は85.7%で あ り,分 離 原 因 菌7株 の 細 菌 学 的 効 果 は 消 失2

株,存 続5株 で消 失率 は28.6%で あ った 。 副 作 用 は 全 く認 め られ ず,臨 床 検 査成 績 で は1例 に 末

血好 酸 球 の 軽 度増 加 を み た が,臨 床 的 に は何 ら問 題 は なか った 。
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Sparfloxacinは 大 日本製薬株式会社によって開発さ

れたニューキノロン系抗菌剤である。本剤はメチシリン

耐性黄色ブ ドウ球菌を含むグラム陽性菌,緑 膿菌を含む

グラム陰性菌,嫌 気性菌,更 にマイコプラズマ,ク ラミ

ジア等に対し幅広い抗菌スペクトルを有 し,そ の抗菌力

は同系の薬剤の中では最も強い部類に属する1,2)。 本剤

の経口投与後の吸収は速やかで,そ の血中濃度半減期は

16時 間と極あて長い3)。

今回,我 々は呼吸器感染症患者に本剤を投与し,そ の

有効性および安全性を検討 したので報告する。

対象は平成元年1月 か ら10月 までの10ヵ 月間に当科

を受診 した22名 の呼吸器感染症患者であった。疾患の

内訳は慢性気道感染症19例(気 管支拡張症10,慢 性気

管支炎5,び まん性汎細気管支炎(DPB)1,感 染を

伴った気管支喘息2,慢 性肺気腫症1),急 性気管支炎

3例 と全例が気道感染症であった。患者背景では,外 来

・入院は外来21,外 来 から入院1,年 齢は19～76歳

(平均49.3歳),男 女比は13:9,基 礎疾患 ・合併症は

硬化性肺結核症(V),気 管支喘息,慢 性肺気腫症,慢

性副鼻腔炎,慢 性(準)呼 吸不全など慢性呼吸器疾患が

大部分を占めた。

投与方法は1日200mg・ 分2な いし300mg・ 分2

(200mg5,300mg16,300mgか ら200mgへ の変

更1)で 投与日数は4～15日,平 均8.6日,総 使用量

は0.8～4.35g,平 均2.38gで あ った。

臨床効果の判定は臨床症状および検査所見の改善を基

準とし,本 剤投与により速やかに改善が認められたもの

を｢著 効｣(Excellent),速 やかではないが確実に改善

を認あたものを｢有 効｣(Good),や や改善を認めた も

の を｢や や 有 効｣(Fair),全 く改 善 を 認 め な い もの を

｢無 効｣(Poor)と 判 定 した。

細 菌 学 的 効果 の 判 定 は 本剤 投 与 前 後 の喀 疲 か らの検 出

菌 の消 長 を 基 に して,｢消 失｣(Eradicated),｢存 続｣

(Persisted),｢減 少｣(Decreased),｢菌 交 代｣(Re,

placed),｢不 明｣(Unknown)と 判 定 した 。

副 作 用 お よ び臨 床 検 査 値異 常 の 有 無 は 自他 覚 症状 な ら

び に末 梢血,尿,血 液 生 化学 的 肝 ・腎 機能 等 の 検 査 を行

い判 定 した。

症 例 の 一 覧 をTable1に 示 した。22例 全 体 の 臨 床効

果 は著 効1例,有 効17例,や や有 効2例,無 効1例,

不 明1例 で,著 効 率4.8%,有 効 率85.7%と 良 好で あ っ

た。 これ を疾 患 別 に み る と,最 も症 例 の 多か った 気管 支

拡 張 症 で は10例 中,有 効8例,や や有 効1例,不 明1

例(有 効 率 は88.9%),同 様 に,慢 性 気 管 支 炎5例 は有

効4例,や や 有 効1例,DPB1例 は 無 効,感 染を 伴 っ

た気 管 支 喘 息2例 は 共 に 有効,感 染 を 伴 っ た慢 性 肺気 腫

症1例 は 著 効,急 性 気 管 支炎3例 は す べ て有 効 で あ った

(Table2)。

細 菌 学 的 に は,7例 よ り7株 の 原 因 菌 が 分 離 ・同定 さ

れ た。 そ の 内 訳 はPseudomonas aeruginosa5株,

Haemophilus influenzaeとCitrobacter freundii各

1株 で,こ れ ら7株 に 対 す る本 剤 の 細 菌 学 的効 果 はH.

influenzaeとC.freundiiは 共 に 消 失 し た が,P.

aeruginosa5株 は全 株 消 失 は な く,2株 減 少,3株 不

変 で あ った(Table3)。

副 作 用 は 全 例 に認 め られ ず,臨 床 検 査 成 績 で は1例 に

末 血 好 酸 球 軽 度 増 加(2.5%→10.5%)を み たが,臨 床

的 に は何 ら問題 な か った。

*〒236横 浜市金沢区富岡東6-16-1



VOL.39 S-4 RTIに お け るsparfloxacinの 臨 床 的検 討 775

Table 1-1. Summary of cases treated with sparfloxacin on respiratory infections
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Table 1-2. Summary of cases treated with sparfloxacin on respiratory infections

Table 2. Clinical effect classified by diagnosis

Sparfloxacinの 抗菌スペク トルは広域で,メ チシリ

ン耐性黄色ブ ドウ球菌を含むグラム陽性菌,緑 膿菌を含

むグラム陰性菌,嫌 気性菌等をカバーし,そ の作用は殺

菌的である1,2)。 各種実験的マウス感染症に対しては,

既存の同系等の薬剤よりも優れた感染防御効果を示すと

いわれる2)。 本剤を経口投与 した際の吸収は良好で,血

中濃度は用量依存的に上昇 し,そ の半減期は16時 間と

極あて長く3),気 道内移行も良好であるという4)。 そこ

で,か かる本剤の特性が気道感染に対し臨床の場でどの

ように反映されるか興味が持たれた。
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Table 3. Bacteriological effect on causative organisms

今回,我 々は既述の如く22例 の気道感染症患者に本

剤を投与 したが,こ れらの患者の大部分(86.4%)は 慢

性気道感染であるにも拘らず,そ の臨床成績は有効率

85.7%と 良好であった。慢性気管支炎,DPB,気 管 支

拡張症などの慢性気道感染症は,も とより気道の器質的

変化を基盤として感染が反復性に続発し,こ の修復によ

る線維化の進展により全身投与では十分な病巣濃度が得

られ難い疾患背景がある。慢性気道感染はかかる背景を

基礎として陳旧化に伴いP.aeruginosa感 染へと進展

し難治となる。細菌学的には,今 回の我々の症例で原因

菌が分離された症例は7例 と少なかったが,こ のうち緑

膿菌例は5例 を占めた。本化学療法で,こ れら5例 は除

菌こそ得られなかったが,臨 床効果は4例 が有効と良好

であった。これは,本 剤のin vivoへ の反映と理解で

き,除 菌○は緑膿菌感染が成立した背景と本菌の特性に

も大いに問題のあるところであろう。緑膿菌以外では,

H.influenzaeとC.freundiiが 各1例 で,こ れらは共

に有効(臨 床効果),消 失(細 菌学的効果)な る成績で

あったが,こ れは本剤のin vitroの 抗 菌力がス トレー

トにin vivoに 反映された結果と考えられる。原因菌の

特定できなかった症例は15例 あり。この臨床効果は著

効1,有 効11,や や有効2,不 明1で,有 効率85.7%

と良好であった。原因菌不明の状況下では明言はできえ

ないが,"原 因菌不明例は球菌か嫌気性菌の可能性が高

い"に 従えば,本 剤の抗菌力はこれら両菌群に対し同系

他剤より優れているので,か かる良好な成績(85.7%)

も本剤のin vivoへ の反映と理解 しうる。

副作用は全例に認められず,ま た臨床検査値では1例

に末梢血好酸球の軽度増加がみられたが臨床的に何 ら問

題となるものではなかった。

以上より,本 剤は気道感染症に対し安心して使用でき

るfirst choiceの 有用な薬剤となろう。
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A new quinolone, sparfloxacin was used to treat 22 patients with respiratory tract infection.

The clinical efficacy was evaluated as excellent in 1, good in 17, fair in 2, poor in 1 and

unknown in 1 case. The overall efficacy rate was 85.7%.

Seven causative organisms were isolated. The bacteriological efficacy was evaluated as

eliminated in 2 and persisted in 5 organisms and the overall elimination rate was 28.6%.

There were no cases with adverse reactions. A slight elevation of eosinophil in 1 case was

observed in peripheral blood, but was not clinically significant.


